
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

何
も
見
え

な
い

音
だ
け
の

世
界

を
、
あ
な
た
は

経
験
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す
か

。

目
を
閉
じ

る
と
、
と
て

も
不
安

な
気
持
ち
が

わ
き
起
こ
り

ま
す

。
で

も
、
目
の
不

自

由
な
人
は

、
い
つ

も
こ
の

暗
闇
の
中

に
い

る
の
で

す

。

目
の
不

自
由
な
人
に

限
ら
ず

、
障
害
を
持
つ
人

た
ち

を
支
え
る
社

会
を
築
い
て
い

く

た
め
に
、
市

は
市
民
の

皆
さ
ん
と
と

も
に
さ
ま

ざ
ま
な
施

策
を
行
っ
て
い

ま
す

。

そ
し
て

今
、
障
害

を
持
つ

人

も
持
た
な
い
人

も
共
に
生

き
る
社
会

を
目
指
し
て

歩
ん

で
い
こ

う
と
し
て
い
ま

す
。

今
回
は

、
積
極
的
に

、
前
向

き
に
生
き
て
い
こ

う
と
し

て
い
る
人

た
ち
の
中

か
ら
、

滝
沢

秀
男
さ
ん
（
松

戸
市
視

覚
障
害
者
協
会

会
長
）
の

暮
ら
し
を
ご

紹
介
し
ま

す
。

固
し

あ
わ
せ
課

「
ニ

ン
ジ
ン

は
ど
の

く
ら
い

に

切
り
ま

す
か
？

」
。
目
の
不

自
由
な

人
向
け
の

料
理
教
室
を
主

催
し
た

滝
沢

さ
ん

は
、
気
軽
に
参
加

者
に

声
を
掛
け

ま
す
。

二
十
八

歳
の
時
、

突
然
ブ
ド
ウ

膜
炎
に

侵
さ
れ
て
目

が
不
自
由
に

な
り
、
い
っ

た
ん
は

回
復
し

た
も

の
の

薬
の

影
響
で
三
十

八
歳
の

と

き
に
失

明
。「
発
病
し

た
こ

ろ
は

本

当

に
落
ち
込
み
ま
し

た
。
で

も
。

落
ち
込
ん
で

ば

切りにくい肉を切る包丁さばきはみごとなものでした。

か
り
も
い
ら
れ

な
い
し
、
何
で

も
前
向
き
に
考

え
な
く
て
は
」

と
積
極
的
に
世

の
中
と
関
わ
る

こ
と
に
。

’
料
理
教
室
を

始
め
た
こ
と
に

つ
い
て
も
「
一

人
暮
ら
し
の
人

は
自
分
で
料
理

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
何

よ
り
も
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
、

作
っ
て
食
べ
る

と
い
う
こ
と
が

楽
し
い
か
ら
」

と
笑
い
な
が
ら

話
し
ま
す
。

そ
ん
な
ふ
う

に
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に

考
え
る
滝
沢
さ

ん
は
、
障
害
を

持
つ
こ
と
で
自

｢障害者週間｣ 記念事業

日時…12月 ア日内～ ９日出

午前10時～午後３時

会場…松戸駅西ロデッキ

内容…各種福祉サービ ス体系等

のＰＲのほか、市内施設

の紹介やｲ乍品展示･販売、

バザーも行います。

分
の

殼
に

閉
じ
込

も
っ

て
し
ま
っ

て
い

る
人
の

こ
と

を
「
自
分
の
生

き
方

を
ど
う
模
索
し

て
い
る
ん
だ

ろ

う
か
」
と
心
配

し
ま
す
。
今

は

殼
に
閉
じ

込

も
っ
て

し
ま
っ
て
い

て

も
、
暗

い
ト
ン

ネ
ル

の
中

か
ら

抜

け
出

せ
ば

、
き
っ

と
力
が

わ
い

て
く
る
。
心
を
開
い
て
仲
間
を
つ

く
り
自
分
の
可

能
性
を
確

か
め
て

ほ

し
い
。
前
向

き
な
人
生

を
と
も

に

送
っ

て
ほ

し
い
。
そ

う
願

い
な

が
ら
、
滝

沢
さ
ん
は

視
覚
障
害

者

協
会
の

活
動
に
、
月
の

半
分

を
費

や
し
て
い

ま
す

。

「
忙
し

く
て
、
趣
味
の

作
曲

も

な
か

な
か
で

き
な
い

け
れ
ど
、
私

の
願
い
は

仲
間
に
希

望
を
持
っ
て

も

ら
う
こ

と
だ
か

ら
」
と
や

さ
し

い
笑

顔
で

語
っ
て

く
れ
ま
し

た
。

松
戸
市
視
覚
障
害
者
協
会
会
長

の
滝
沢
秀
男
さ
ん

○お気軽にご相談ください　12月の相談あんない○

相 談 名 期　　　日 時　　　問 会　　場 圜 相 談 名 期　　　日 時　　　間 会　　場 黷

法律相談☆
毎週火･木､第2･4月曜日 午後１時～５時

市役所

相談

コーナー

第２～第４金曜日

午前10時～午後３時

市研嗹]-ﾅｰ
昔
心人

68配権
・ご相
０と談
５旧1
0 社援
３会護
番福課
祉庶
協務
議係
会

第1 月曜日 午前９時～正午 (次回は１／日(月)〕 馬橋支所

税務相談 第２金曜日 午後１時～５時 ⑤火） 六実支所

登記相談 第３金曜日 午後１時～４時30分 ５火 小金支所

行政相談 第２・第４月曜日 午後１時～３時 ６啝・図伽 常盤平支所

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後４時 ⑥祟・鴾伽 鴎鴎民ｾﾝﾀｰ

交通事故･

市政･一般
月～金曜日 午前8時30分～午後5時 市民相談室

７困・飭困 小鍄↑泯ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(063-6278 番）でも行っています。

巡

回

年

金

相

談

(次回は１／５塗〕

午前10時～午後３時

常盤平支所

商人よろず

相談

６氷 午前10時30分～午後3時30分 離平紐ｾﾝﾀｰ 融 商
資工
係課

５(火) 小金支所
20祟 午前10時～午後４時

市役所相談
コーナー８啻 小金原支所

労働相談 第1 ・3 月曜日 午後１時～５時 労商
政工
係課

12火 馬橋支所
女性就業相談 水・金曜日 午前10時～午後４時 女性センター

15童 六実匹 ｜
※労働相談は柏労働基準監督署(O0471-63-0245 番）でも行っています。

19(火) 新松戸支所
消費生活

相談
月～金曜日 午前９時～午後４時

消費生活センター

昔65-6565番22啻 矢切支所

26(火) 東部支所 ゆう まつど

こころの相談

第１～第３月曜日 午前10時～午後４時

女性センター

昔63-0505番
就学相談☆

月～金曜日
午前９時30分～正午

午後１時30分～５時

教育研究所

Q66-7461 番

第４月曜日 午後１時～７時

女性パート
労働等相談

毎月第２火曜日 午後1時30分～4時30分教育相談☆

人 口と世帯11 月1日現在

人口　464 』45人

男　236,351 人

女　22 日,494人

世帯　175,578世帯

相 談はすべて無 料です。 ☆印の相談は予約をお 願いし ます。

主な内容

下水道事業受益者
負担金制度説明会

市営住宅の入居者募集

民生委員・児童委員
母子福祉推進員が決定

市職員の給与等を公表

情報チャンネル

街の話題

1
2
/
3
～
9
は
障
害
者
週
間

市
　
民
　
相
　
談
　
室

心人

配権

ご相

と談

相

談

国

民

年

金

課

適

用

係



快適な街づくりにご協力ください

下水道事業受益者負担金制度
新
対
象
区
域
の
説
明
会
を
開
催

河

川
浄
化

に
欠
か
せ

な
い

下

水
道

下
水
道
は

、
ト
イ
レ

の
汚

水
や

家
庭
か
ら
の
排
水
を
下
水
管
に
集

め
て
、
終
末
処
理
場
で

き
れ
い
に

し
て
川
や
海
に
放
流
す
る
、
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
と
河
川
な
ど

の
水
質
の
浄
化
に
欠
か
せ
な
い
、

大
切
な
都
市
施
設
で

す
。

現
在
、
松
戸
市
の
下
水
道
普
及

率
は
五
四
・
六
％
で
、
市
で
は

積
極

的
に
下
水
道
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

下
水
道
の

建
設
に
は
、
多
額
の

費
用
が
必
要
で
す
。
そ
の
費
用
は

補
助
金
・
借
入
金
・
市
費
や
受
益

者
負
担
金
で

賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

受

益
者
負

担
金
制
度

と
は

受
益
者
負
担
金
制
度
は
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て

土

地
の
利

用

価
値

が
高

ま
る

た

め
、
直
接
そ
の

利
益
を
受
け
る
土

地
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
（
借
地

権
な

ど
の

権
利
を

有
し
て
い

る

古

に
そ
の
建
設
費
用
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の

額
は
土
地
の

面
積
一
平
方
μ

当
た
り
七
百
円
で

、

三
年
間
（
年
四
回
）
に
分
け
て
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
受

益
者
負
担
金
は
、
下

水
道
建
設
の

貴
重
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で

、
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
８

年
４
月
か
ら
新
た
に
負

担
金
の

対
象
と
な
る
地
域
で
、
説

明
会
を
開
催
（
下
表
）
し
ま
す
。

ぜ
ひ

ご
出
席
く
だ
さ
い

。

下水道は快適な街づくりに欠かせません

な
お
、
対
象
と
な
る
区
域
内
の

土
地
所
有
者
に
は

、
説
明
会
ま
で

に

案
内
文
と
申
告
書
を
郵
送
し
ま

す
。
固
計
画
業
務
課
業
務
係

説 明 会 の 日 程

元旦と１月14 日高さ125 m

和名ケ谷クリーンセンターの

煙突に登ろう！
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
完
成
を
記

念
し
、
松
戸
の
新
し

い
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
も
言
え
る

高
さ

匸
一
五

討
の
同
ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
煙
突
の
上
か
ら

、
新
春

の
市
内
の
風
景
を
眺
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
時
①

匹
旦
コ

ー
ス
＝
１
月
１

日
竕
午
前
５

時
3
0分
集
合
②
新
成

人
コ

ー
ス
＝
１
月
1
4日

収
午
前
９

時
Λ

１１
時
　
会
場

和
名
ケ
谷
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
　
対
象

①
二
十
歳

以
上

②
平
成
８
年
に
成
人

式
を
抑

え
る
人
（
①
・

②
と
も
健
脚
で
佶

力
に
自
信
の
あ
る
人
で

、
高
血
圧
・

心
臓
病
、
そ
の
ほ
か
特
別
な
病
気

期　日 髑 ’会　　　 場 受益者負担金賦課対象区域

12/11G月)

午

後

６

時

か

ら

古ケ崎南小学校

(体育館)

樋野口( 太郎次畑の一部)、古ヶ畸( ―丁目･三枚田･

供養塚の各一部)

12(火)
古ケ畸小学校

(体育館)
古ケ綺（四丁目の一部）

13團
上本郷第二小学

校　（体育館）

上本郷（一丁目・二丁目・三丁目・北台・花台・前

田・惣台・鳥井戸の各一部）、松戸新田（店屋舗の一

部）

14困
第三中学校

(体育館)

ハケ崎（株付・北道合の各一部）、新作（一丁目・二

丁目・三丁目・城之越・二階の各一部）、中和倉（荒

井堤西・橋戸・後谷津・宮ノ後の各一部）

15廁
小金小学校

(体育館)

幸谷(ポッケの一部)､小金きよしケ丘四丁目の一部、

久保平賀( 下宿・柳田の各一部)、小金( 東・西・境
外の各一部)、小金上総町の一部・ニッ木( 東・中通

の各一部)

18(月) 殿平賀小学校

(体育館)

東平賀( 大門前・源内の各一部)、大金平( 一丁目・

二丁目の各一部)、大谷口( 達摩の一部)、殿平賀(向
山・大門付の各一部・天神山・向台南割・向台北割・

駒形下)

19(火)
六実小学校

(体育館)
六実五丁目の一部、高柳（中島込の一部）

市民意識調査にご協力くださ14）

本日アンケートを発送します

の
な
い
人
）
　
定
員

各
五
十
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用

無
料

惠
1
2
月
1
2日
㈹
ま
で
に
（

ガ
キ
に

「
元
旦
コ

ー
ス
」
「
新
成
人
コ

ー

ス
」
の
区
別
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
1松
戸
市
根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役
所
清
掃
部
管
理
課
へ

※
（

ガ
キ

申
し
込
み
は

一
人
一
枚
。

※
煙
突
内
の
階
段
は
、
素

通
し
で

上
下

が
見
通
せ

る
た
め

、
高
所

恐
怖
症
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

黯

清
掃
部
管
理
課

高さ125m から 見える市内の風景は？

市では新たなまちづくりの指針となる総合計画=の策定に向

け、市民意識調査を行います。

このアンケートは、広く市民の皆さんの声をお聴きして、新

たな時代に向けてのまちづくりに反映させるためのものです。

調査は無作為に選んだ20歳以上の市民の皆さん１万人に、無

記名で回答していただくものです。

調査票が届いた人はご協力くださるようお願いします。

間致策企画室

平

成

８

年

度

物

品

買

入

等

指

名

競

争

入

札

参

加

希

望

者

の

受

け
付

け

（

追

加

登

録

分

）

期

間
１

月
1
7
日

水
～
3
1
日
困

呈

・
日
曜
日

を
除
く
）
　
　時
間

午

前
８

時
3
0分

～

午
後
４

時
3
0

分
　
会
場
市
役
所
管
財
課
　
内
容

①
市
が
発
注
す
る
備
品
・
消
耗
品
・

印
刷
物
等
を
納
入
で
き
る
業
者
②

委
託

業

務
を
受

注
で
き

る
業

者

申
請
書
市
役
所
地
下
売
店
で
販
売

汰
隔
年
で
受
け
付
け
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
平

成
７

年
１

月
に
申

請
し
登
録
し
た
業
者
は
、
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
今
年
度
追
加
登
録
す
る
業

者
は
、
資
格
有
効
期
間
が
一
年

間
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く

だ
さ
い
。

茴
管
財
課
用
度
係

東

京

外

か

く

環

状

道

路

都

市

計

画

変

更

案

等

を

縦

覧

東
京
外
か
く

環
状
道
路
に
関
す

る
千
葉
県
の

案
に
つ
い
て
は
、
素

案
の
縦
覧
お
よ

び
公
聴
会
を
終
え

て

関
係
機
関
と
の
協
議
を
経
て
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た

。

こ
の
変
更
案
（
東
京
外
か
く
環

状
道
路
・
そ
の
他
関
係
都
市
計
画

道
路
）
お
よ

び
環
境
影
響
評
価
準

備
書
を
都
市
計
ｍ

法
に

基
づ
き
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
都
市
計
画
案
等

に

ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期

間
終
了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日　　　時 会　　場 内容

12/ 猖火卜26 ㈲

を12時午
除／
。前

く29土８
゛し 時
１日30
/ 曜分
３日Ｓ
の・午
期祝後
間日５

市役所本館３Ｆ
会議室

県庁９階都市部
会議室

変更案

準備書

12/27附～1 /17

吩意見書提出は
2/1 困まで

市都市計画課

県庁９階都市部

会議室

準備書

※12/27 以降の縦覧・意見書の提出は、県環境影

響評価の実施に関する 指導要綱に基づくもの

※なお、矢切支所２階会議室でも同じ期間縦覧図

書がご覧になれます。

固

市
都
市
計
画
課
・
県
都
市
部
計

画

課
登
0
4
3
・
2
2
3
・
3
1
6
8

番

就

学

前

の

乳

幼

児

の

入

院

費

を

助

成

対
象
市
内
在
住
の
Ｏ
歳
児
で

、

病
気
で
入
院
し
た
人
と
満
一
歳
以

上
小
学
校
就
学
前
に
病
気
で

続
け

て

七
日
以
上
入
院
し
た
人
　

支
給

額
入

院
医
療
費
（
食
事
療
養
に
係

る
標
準
負
担
額
を
含
む
）
か
ら
、

家
族
療
養
費
付
加
給
付
金
、
室
料

差
額
・
お
む
つ

料
・
健
康
保
険
適

用
外
の

検
査
料
等
、
高
額
療
養
費

に
相
当
す
る
額
、
世
帯
の
所
得
税

額
に

応
じ
た
自
己

負
担
金
を
控
除

し
た
額
　
申
請
手
続
き
入
院
費
を

支
払
っ
た
日
か
ら
二
年
以
内
に

、

領
収
書
・
前
年
度
の
所
得
状
況
を

証
す
る
書
類
（
世
帯
全
員
）・
健
康

保
険
証
・
保
護
者
の

銀
行
口
座
番

号
の

控
え
・
印
鑑
を
持
っ
て

健
康

管
理
課
へ

固
健
康
管
理
課
庶
務
係
昔
6
6・
7

4
8
5

番

年

末

年

始

の

ご
み

収

集

・

し

尿

の

く

み

取

り

は

休

み

ま

す

年
内
の
ご
み

収
集
・
し
尿
の
く

み

取

り
は
1
2
月
3
0
日

出
ま
で
で

す
。
新
年
は
１
月
４
日
團
か
ら

開

始
し
ま
す
。
休
み
の
間
は
集
積
所

に

ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

。

年
内
に
く
み
取
０

が
必
要

な
場

合
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

粗

大
ご
み

の

収
集

申
し
込
み

は
、
年
末
に
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

。

※
1
2月
2
3日

出
は
祝
日
で

す
が
、

ご
み
収
集
と
し
尿
の
く
み
取
り

を
行
い
ま
す
。

固

清
掃
業
務
課
業
務
第
一
係
（
ご

み

）
、
業
務
第
二
係
（
し
尿
）

児

童

扶
養

手
当

の

１２

月

期

分
（
８

月
～
一
目
月

分

）
が

支

給

さ

れ

ま

す

1
2月
1
1
1
1

一
日

㈲
か

ら

支

給
し

ま

す

。

平

成

７

年

度
の

児

童

扶

養

手
当

現

況

届

を

ま
だ

提

出

し
て

い

な

い

人

は

、

必
要

書
類

を

添

付
の

う

え

至

急
提

出
し

て

く

だ

さ
い

。

固

援
護

課

援

護
係



市営住宅空き 家

入居者(待機者)募集

69 歳の人は
老人医療費受給

申請の手続きを

募集内容

六高台市営住宅

第１種住宅

横須賀・小金原２号棟・小金原併存・幸田・八ヶ膾・常盤

平南部（いずれも2  DK)　　　　　　　　　　　 計５戸

小金原ﾍﾟﾌﾌ向け住宅(2  DK の第１種住宅とＩＫの第２種

老人向け住宅が隣接）　　　　　　　　　　　　　　１戸

※２人以上で第１種に該当する世帯と現在同居し、また

は同居しようとする曾祖父田および２親等以内の60歳以

上の親族で第２種住宅の収入基準に該当すること。

第２種住宅 六高台(3  DK)　　　　　　　　　　　　　　　 ３戸

申
請
は
最
寄
り
の
支
所
の

窓
口
で
も
で
き
ま
す

市
で
は
、
六
十
九
歳
の
人
に
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
2月
１
日
ま
で
に
六
十
九
歳
に

な
ら

れ
た
人
に
は
、
申
請
手
続
の

（

ガ
キ
を
送
付
し
ま
し
た
。
こ

れ

か
ら
六
十
九
歳
に
な
ら
れ
る
人
に

は
、
順
次
（

ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

圃
な
が
い
き
課
ま
た
は
支
所
の
窓

口
へ
固
な
が
い
き
課
福
祉
係

入

居
資
格
…
①
平

成
６
年
1
2月

1
6日
以

前
に
住
民
登
録
を
し
、
現

在

も
市

内
に

居
住
し
て

い

る
人

（
ま
た
は
同
日
以
前
か
ら
市
内
の

一
定
の
勤
務
場
所
に
勤
務
し
て
い

る
人
）
②
現

在
同
居
し
て
い
る
人

ま
た

は
、

同

居
し
よ

う
と

す
る

親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の

事
情
に

あ
る
人
お
よ
び
婚
姻
の

予
定
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と

③

年
間
総
収
入

が
別
表
１
・
２
の
収

入

基
準
に
該
当
す
る
人

④
現
在
住

宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ

と
が
明
ら

か
な
人

申
込

用

紙

の
配

布
：
1
2
月
1
5
日

窗

ま
で

（
土
・
日

曜
日

を

除

く
）
、
住

宅

課
で

配

布

惠
1
2
月

１１
］日

㈲
～
1
5
日

溺

ま
で

住

宅

課
で

受

け

付
け

入

居
方

法
・・
・
応

募

者
が

募

集
戸

数

を

超
え

た

場

合
は

、
公

開

抽
選

に

よ

り
入

居

者

を

決

定
し

、

当
選

者

は

当
選

順

位
に

よ

０

空

き

家

が

生
じ
次
第
入

居
し
て

い

た
だ
き

ま
す

。

な

お

、
平

成
８

年
５

月

末

日

ま

で

に

空

き

家
が

生

じ

な
い

場

合
に

は

権
利

が

失
効

し

ま

す

。

固

住

宅

課
公

営
住

宅

係

別表１　給与所得者1 人の場合の早見表（前年1年間の総収入）単位：円

種

別

家族数

(本人を含む)
単 身 者 2人 3人 4人 5人

第２
種

総収入

金　額

最　低

最　高

0

2,231,999

0

2,731,999

0

3,231,999

0

3,715,999

0

4,151,999

甼

種

総収入

金　額

最　低

最　高

2,732,000

4,083,999

3,232,000

4,523,999

3,716,000

4,959,999

4,152,000

5,395,999

別表 ２　 事業所 得者1 人 の場合 の早 見表(前年1年間の必要経費控除後の所得金額)

種

別

家族数

(本人を含む)
単 身者 2人 ３人 4人 5人

第２
種

所　得

金　額

最　低

最　高

0

1,380,000

0

1,730,000

0

2,080,000

0

2,430,000

0

2,780,000

第
１
種

所　得

金　額

最　低

最　高

1,730,001

2,726,000

2,080,001

3,076,000

2,430,001

3,426,000

2,780,001

3刀6,000

１月から

心
身
障
害
者
扶
養
年
金

制
度
か
変
わ
り
ま
す

千
葉
県
心
身
障
害
者
扶
養
年
金

制
度
は
、
一
定
額
の
掛
金
を
納
付

す
る
こ

と
に
よ
っ
て

、
障
害
者
の

保
護

者
が
万

一

死
亡
　（
重

度
の

障
害
も
含
む
）
の
場
合
に

、
残
さ

れ
た
障
害
者
に

終
身
一
定
額
の
年

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
は
、
障
害
者
の
将
来
に
対
し
て

保
護
者
が
抱
く
不

安
を
軽
減
さ
せ

る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
生
活
の

安

定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
８

年
１
月
か
ら
、
年
金
財

政
の
立
て

直
し
と
制
度
の
安
定
的

な
運
営
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う

に
制
度
を
改
正
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
し
あ
わ
せ
課

老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
証

が
更
新
に
な
り
ま
す

70歳以上の人

が対象です

固老人保健課

七
十
歳
以
上
の
人
は
、
老
人
保

健
法
に
よ
り
老
人
保
健
制
度
の
も

と
で
診
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ

て
い

ま
す
。

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給医療受給者証

者

証
の

交

付
を
受

け
て
い

る

人

で

、
有
効
期
間
が
平
成
８

年
１
月

3
1日
で
満
了
に
な
る
人
に
は

、
新

し
い

健
康
手
帳
と
医
療
受
給
者
証

を
１
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

。

旧
医
療
受
給
者
証
は
、
２

月
１

日
以
降
に
老
人
保
健
課
ま
た
は
各

支
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
で
届
か
な
い
場
合
は
、

老
人
保
健
課
ま
で

連
絡
し
て

く

だ
さ
い

。

（表１）平成８年１月以降に加入する人

加入時の年齢区分 掛　金　額

35歳未満の方 3,500円

35歳以上40歳未満の方 4,500円

40歳以上45歳未満の方 6,000円

45歳以上50歳未満の方 7,400円

50歳以上55歳未満の方 8,900円

55歳以上60歳未満の方 10,800円

60歳以上65歳未満の方 13,300円

こ

ん

な

費

用

も

支

給

対

象

次
の
よ
う
な
場
合
も
、
医

療
費

支
給
の

対
象
に

な
り
ま
す
の
で

申

請
し
て
く
だ
さ
い

。

①
や
む
を
得
な
い

事
情
で
、
医

療

受
給
者
証
な
ど
を
持
た
ず
に
受
診

し
た
場
合
の
治
療
費
②
付
添
看
護

料
（
基
準
看
護
病
院
等
を
除
く
）

③
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装

具
代

④
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
・

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
費
⑤
移
送

費
用

⑥
生
血
費
用

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

。

（表３）脱退一時金（表２）すでに加入している人

加 入 時 期 金 額

５年以上10年未満 30,000円

10年以上20年未満 50,000円

20年以上 佃0,000円

現在、納めてい

る掛金の月額
平成8年1月

１

日から平成9年3月31日まで

平成9 年4 月１

日から平成10年

３月31日まで

平成10年４月１

日以降

1,400円 2,100円 2,800円 3,500円
1,900円 2.800円 3,700円 4,500円
2,600円 3,800円 4,900円 6,000円
3,200円 4,600円 6,000円 7,400円
4,100円 5,700円 7,300円 8,900円
5,300円 7,200円 9,000円 10,800円
6,800円 9,000円 11,200円 13,300円

健

康

保

険

証

が

変

わ

っ

た

ら

老
人
医

療
対
象
者
が
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
の
種
類
や
内
容

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
け

出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
診
療
を
受
け
て
い
る
医

療
機
関
に
も
新
し
い
健
康
保
険

証

を
持
参
し
、
そ
の
旨
を
申
し

出
て

く
だ
さ
い
。

転

出

す

る

と

き

は

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
医

療
受
給
者
証
を
返
還
し

、
転
入
先

で
新
た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

。

門
松
力
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

1
2月
５
日
㈹
か
ら
門
松
カ
ー
ド

ニ

世
帯
一
枚
）
を
配

布
し
ま
す
。

配
布
場
所
各
支
所
・
市
役
所
玄
関
・

市
民
課
・
地
域
振
興
課

寮
町
会
・
自
治
会
単
位
で
ま
と
め

て

希
望
さ
れ
る
場
合
は

、
各
支

所
か

地
域
振
興
課
へ

固
広
報
課

平

成

８

年

度

看

護

学

生

募

集

看

護

科

３

年

課

程

出

願
期

間
１

月
1
0
日

困

～
1
7
日

困

、午

前
９

時
～
正

午
と

午
後
１

時

～
４

時

呈

・
日

曜
日
・
祝
日

を
除
く

）

試

験
日

２

月

３
日

出

二

次

試

験
〕

受

験

資

格
大

学
に

入

学
す

る

資

格

の

あ

る
入
　

定

員

四

十
人

准

看

護

科

出

願

期
間

１

月
1
9
日

窗
～
2
5
日

水

、
午

前
９

時
～

正

午

と
午

後
１

時
～

４

時

（

土
・

日

曜
日

・

祝
日

を

除
く

）
　
　
試
験

日
２

月
1
7
日

出

二

次
試

験

〕
　
　
受

験

資

格

高
等

学

校
に

入

学

す
る

資
格

の

あ
る

人

定

員
四

十

入

寮
入

学
願

書

（

有
料

）

を
配

布
中

固

松

戸
市

立

病

院
附

属

看

護

専
門

学

校

容
6
7
・
4
4
4
4

番

浄

化

槽

消

毒

剤

の

訪

問

販

売

に

ご
注

意

を

最
近
、
県
知
事
の
登
録
を
受
け

た

保
守
点
検
業
者
以
外
の

者
が
、

浄
化
槽
消
毒
剤
を
持
っ
て

訪
問
し
。

「
消

毒
剤
を
浄
化
槽
に
入
れ
て
お

け

ば
保
守
点
検
の
必
要
が
な
い
」

と
言
っ
て

、
三
千
円
程
度
で
販
売

し
て
い
る
例
か
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
は
消
毒
剤
を
入
れ
た
だ

け
で
は
正
し
く
機
能
し
ま
せ

ん
の

で

、
販

売
業
者
が
訪
問
し
て

も
購

入
せ

ず
、
松
戸
保
健
所
ま
で

ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

固
松
戸

保
健
所
昔
6
1・
2
1
1
1

番水

曜

日

は

乗

ら

な

い

デ

ー

／

‥1
1
1
1

一
月

か

ら
１

月

は

、

空

気
が

特

に

汚

れ

や

す
い

時

期
で

す

。

た
っ
た
、
一
日
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ご
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申し込みは
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千
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県
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害
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養
年
金
制
度

改 正 の 内 容

⑩金の改正
年齢に応じて掛金が引き上げられます

（表１）。

ただし、既に加入している人は段階的に

引き上げられます（表2 ）。

S脱退一時金制度を創設

年金制度に５年以上加入している人がや

むを得ず脱退する場合、加入期間に応じ

て一時金が支給されます（表３）。
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特
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取
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受
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民生委員・児童委員を委嘱
民生委員は福祉サービスを紹介するなど、皆さんと、行政や関係機関とのパイプ

役を務めています。また、児童委員としても活動しています。今回委嘱された委員

は486名で、任期は３年です。

生活に困っている人やひとり暮らしの高齢者、障害者、家庭環境などで悩みや心

配事がある人は、各地域の民生委員・児童委員に気軽にご相談ください。

雋援護課社会係

母
子
福
祉
推
進
員
が

相川久子、秋元玲 子、 安蒜美智子、伊 藤美智子、植田啓子 、大出光江、大 塚雪子、加藤和子、 加藤弘 子、河原芳夫 、菊地円

子、衣笠喜代子、 小島可代子、 齊藤洋子 、鈴木美智、関昌 枝、宅見一郎、 竹原正子、田里節子、 田村浪子、常盤 緋佐子、徳

丸力 、鳥海壽子、中 島安子、橋山照子、 原田美代子、福原 和枝、藤井正子 、松浦和雄、松葉 淑子 、深山ヱチ子、 森田加代子、

安田直子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三唾元 呈雪沓（小貫安 津子・吉坂幸子）

秋田藤雄、秋 本勝造、飯島き み、石引 八重子、磯光子、 遠藤光雄、笈川 芳太郎 、小倉昭治、 影山 勲、小泉洋、古 賀とし 子、

繁田輝和、島 根敦子、清水保久、 鈴木享子、春原絹 江、田 中四郎右衛 門、 田中信子、 塚本千賀 子、冨永友三郎、中 西多 恵子、

野渡朝雄、 濱野好春、 細村富子、丸 山清美、谷津昭三、山 本とよ子　　　　　　　 壬三 元螢雪奏（ 藤田百合子・鹿島 治子）

青木鑵子、秋谷善 市郎、芦田晋二、 安蒜正次、石毛 秋子、 岩田映子、臼井榮 子、大熊敏子､一大塚忠信、河上道子 、木本 栄三

越野雅子、 酒井 昭、佐藤と み江、 渋谷孝、島谷 經三、須川 輝子、染谷千 枝子、高中り ん子、 高橋巌、高橋伸治、 竹内三郎、

田島輝子、田中 悦二、田村守弘、 仲田成作、中村 永子、 能見正一、早 野千 代、鷹瀬謙一、 本田 和子、八巻豊 子、 山本淑子

三 方元子毒仁（麸澤光夫 ・大 澤壽子）

青木千代子、 飯沼冽、五十嵐 義雄、 石井マサ、 加藤 雅章、小島正夫、 佐久間瑛 子、澤田功、 島倉信次、霜 村實､ 鈴木す みゑ、

鈴木美枝子、 染谷清、瀧田泰 子、 竹内令子、鉄矢利 枝、 得田ちゑ子、 野々 下光枝、平 川茂光、藤枝伸一、 松川正、松久保ス

ミ 子、 松丸 裕、 山口伊保子、 山本し げ子、山本 廣子 、渡邊利信　　　　　　　　　　 三ｿ三゙口笛盃萸（ 山口 美枝 ・武井 芳子）

赤石ミ ヨシ、 秋元省三、秋山 淳子、池田仁子、大 橋まさ 、小 野園子、 小幡玉江、 加藤初 枝、木村定男、 清野美津江、串田勝

己、 小池静江、下村正子、菅 本晃平、杉浦 みつ、 鈴木武、鈴木艶、 鈴木好雄、染谷洋 子、 高山清子、田中 勝男､中嶋 徳治、

野村 勝一、 橋本有子、橋本 實、蜂谷桂子、村 松智、山本隆、吉田武雄 、渡 邊宮子　　 土子 牛玉石茴（ 大川悦子 ・友田 輝子）

阿 部彦助 、内 田ヤエ子、大 岡甫子、小澤 淑江 、葛西和子、加澤 紀子、 北川幸子、 木村 和子、小 濱道代、小宮 せき､ 近藤好男、

齊藤和江、齊藤公平、佐 川美枝子、関やよ ひ、 謚壯二郎、得居美 津子、中島壽子、布 施隆章、穂坂芳子、 本多 美恵子、 本田

美 江、 宮下友利、深山千 枝子、箭内美 祢子 、湯本喜叢、吉田壽　　　　　　　　　 三圧三 旱畳⑤（斎藤なか子 ・高橋貴美 子）

石井 喜代子、石井元吉、 石橋一雄、岡田 志知郎 、岡村満和、小口 晃、小野寺規夫 、川上作也、川上操、久 保田和子、小白井

和典、 近藤英、齊 藤重 子、関広子、 高橋 清、 田中周瑞、福岡玄 舟、 松戸政雄、 松丸美満、萬年シマ子、 峯島弘子、宮口 富信、

宮山 正己、矢野久芳、湯浅 作衛、湯浅長 男、 渡辺昌平、渡来 進太郎　　　　　　　　　 白 玉九字 生白（ 服部 紀子・湯浅恵子）

穐谷 洋子、足助茂代、 飯田孝子、遠藤美 代子、大内千恵乃、 太田昭平、荻 野禎子 、小貫永子、加 藤江と 子、加納貞､ 川津勇、

川村邦雄、栗原幸三、小 柴幸夫、小島洋 子、小松敦子、 郷クニ 、齊藤つや、 斎藤フミ 、庄司里子 、島野育夫、清水一枝、 鈴

木吉東、高山洋子、土屋 和子、鶴岡 勝、 冨永芳恵、 南雲佳 世子、花嶋誠、原増 江、馬場烝治、平田弘 子、平野奈美子、 松井

久 子、湯本榮 子、渡邉文男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 輿ご 元子 告白（ 飯嶋 法子・米本まつ ゑ）

大石 すみ子、大川テツ、 大 橋徳治、貝 塚郁子、上村マサ子 、木村晴男、東風信夫 、小林桂子、 鈴田幸子、田中潔､ 田中秀雄、

玉井亮子、玉木敬、丹 野成美、中山 房江、芳賀知子、 花嶋千 枝子、村山弘子、 横田美津江　　　 圭三 几 子琵居（嶋野幸子）

市川正子、伊 藤順 子、 植村範子、海老原 智惠子、遠 藤由 紀、大村庸子、大矢 智子、岡雅子、 加藤桂子、加藤 滋、河井成夫、

北嶋與八郎、久保由 紀、栗山 實、小 林寛 二、小林サト 、佐 藤由 蔵、宍戸シ ズエ、 鈴木孝雄、 鈴木 牧子、高冨啓子､ 田島玲子、

鉄川眞美、徳 永省三 、野口久美子、 花島周吉、早川 茂子、 藤原澤子、三ツ 橋實、宮崎幸子、宮 嶋勇 、山崎正行、 横田 房子、

吉見世始子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三巴 且呈 委員（ 草皆 はつ代 ・田中富美子）

青木悦子、赤 松ト ク 、飯沼治、石川 みどり 、石野ナミ子、 上野清子、内 海博子、岡田す み江 、岡本一甫、笠 間貴久 江、片山

光子、金子秀春、 木村芳江、木谷蓉 子、久保せつ子 、小 暮オ暁、 齊藤きよ 子、斉藤由美子、 高橋英、高 橋渉平、 高橋正雄、

竹内秋江、土 屋武、霾岡幸枝、中山 栄造、日 暮晴子 、広 瀬富江、船山勇 治、山口登美子、 吉本葉子、渡 邊悦子、 渡辺昇

生 子 輿嘩吉沢（林綾子 ・高木泰 子）

飯生晴美、伊 東正義、沖山 みよ子、 木内とし子、 木村庸 子、小島 清造、齊藤孝子、坂 巻利雄 、坂巻勝、 佐草貞男、杉浦ふみ

子、 高橋明子 、利部孝子、中 莖佑幸、信長俊子、 藤原和子、細谷 法子 、増子定男、間宮正一 、山田恒夫、 告田孝子

白 三元藍百貨（卻裕子 ・杉 野はる み）

磯部 みつ 子、大木とし子、大 嶋愛子、小河原芳明 、軽部正子、 北村和男、坂井豊、下尾正郎 、高山芳子 、戸 丸榮子､ 豊田孜、

野元敏 子、 前田千枝、松井 鋭二、若狭宣明、渡 邁進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三任 口玉 菜尉（ 高橋厚子）

秋山冷 子、 安西和子、池田と 志子、伊佐地マツ、 岡田シゲ子、小 野幸子、金子きよ子 、嘉村耐、佐久間末 吉、佐々木四郎、

下藤芳 太郎 、夛田弘子、田 邉孝子、對比地靜－ 、當麻初恵、遠山千 枝子、中川一雄、中 嶌嘉、中野八重 、西 澤宗之 、長澤力

根岸宣 子、文入加代子、 堀井 裕子、村田敏美、山 崎照雄、山田 陽子、吉原久喜　　　 白 三千 半畳茴（村田英子 ・田中 和子）

青木英 治、池田幸子、池 端清子、上原明子、追 川京子、大 野直子、 岡本桂子、金子 恵一 、鹿野知子、神田 小百合、櫛田 松男

熊谷俊 子、小嶌さと子、 堺由 美枝、菅原 泰子、 田巻洋子、大 悟法喜代子、富澤凡－、 行木誠子、 野崎眞 澄、林勝美、人 見夕

ケ子、 藤井惰子、丸山ト シ 子、皆川榮一、皆 川節子、宮田ﾈ豊子 、山口 つね子、山下 悠喜子、米田一枝

主任元子石 穂（鈴木信子 ・廣長純子）

赤 埴光子、池田清、石井 肇、浦和茂、太田 晋之 助、大竹規ｲ予子、岡田安夫、小田原 博、金子郁子、工 藤和子、小竹信子 、鈴

木和子、須藤晃、中山 重治、橋本由利、平 野昭子、古家操、 丸山睦子、迎榮子　　　　　　　　　 土圧兜玉 石茴（谷山弘 子）

阿美薫、井田 梢、井 上百合子、柏崎 幸治、 勝部伊都子、上 村俟子、清水悦子、 鈴木銀蔵、染谷典子、 高田とし、辻 本はつ江

坪井喬、中山まさ 子、 峯崎光 枝、宮 澤義 雄、吉田幸二、吉田 敦子、吉野光子、 若林桂子

土唾万 岳告隔（下久保俊 一・小森靖子）

相羽輝子、青木智 惠子、東幸子、阿 保茂昭、石澤房子、石 塚洋子、大久保 幸子、小野卓二､･小 野僖夫、 金澤昌子、 斎藤文太

郎、佐藤洋子、里 山ノリ 子、柴田弘 子、 清水幸枝、麾 澤チヨ 子、多 田光子 、遠峯 厚子、中島 信枝 、永田弘子、 濱部良 彦、樋

口 志津子、福田明 、向井浅子、安井 信夫 、山野邉はるい、 山本和男　　　　　　　　　 土圧判 茶谷葵（忍足 賢司・藤澤進三）

決
ま
り
ま
し
た

母
子
福
祉
推
進
員
が
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
三
年
で
、
平
成
十
年
ま
で
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

推
進
員
は
地
域
か
ら
選
ば
れ
、
市
長
の
推
薦
を
受
け
て
委

嘱
さ
れ
ま
す
。

母
子
福
祉
推
進
員
制
度
は
、
母
子
家
庭
の
福
祉
の
増
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
推
進
員
が
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、

精
神
的
な
支
え
に
な
る
よ
う
活
動
し
ま
す
。
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・：
常
盤
緋
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子
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木
川
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松

葉
淑
子
、
染
谷
輝
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、
竹
原

正
子
、

湯
浅
節
子
、
小
島
可
代
子
、

山
田

久
江
、
原
田

美
代
子
、
松
崎
喜

代
子
、
村
山
窈

子
、
川
上
悦
子
、
伊

藤
邦
子
、

多
羅

尾
定
子

・：
石
引
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重
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、
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木

孝
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伊

藤
信
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、
岡
本
と
し
子
、

川
井
尚
子
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徳
浦
フ

サ
子
、
細
島
政

子
、

益
子

昭
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、
丸
山
清
美
、
簾
内

ア
イ
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、
松
崎
綾
子
、

瀧
田

紀
子

。

…
岩
瀬
孝
枝
、

飯
箸
滋
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、
岡
澤
博
子
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み

ち
、
副
島

京
子

、
白
井
道
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高

橋
貴

代
子

、
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葉
王
代
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木
春
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、
北
島
ミ
エ
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渋
谷
由
紀
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、

真
下

良
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、
早
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千

代
、
望
月
充
子
、
長
谷
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美
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・
：
勅

使
河
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房
、
山
口

明
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、
増
田

あ
き
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田

邊
す
い
子
、

吉
野
光
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、
秋
谷
君
子

、
山
本

廣
子

、

吉
岡
光
子
、
関
口

容
子
、
斎
藤
と
み

子
、
青
山
佳
子

、
芦

田
和
子
、
鈴
木

と
よ
子

・
：
秋
山
淳
子
、
地
戴
原

順
子
、
大
塚
糸
子
、
土
谷
俊
子
、
富

田
あ
つ
の
、
浅
野
利
子
、

倉
持
幸

江
、

干
葉
重
子
、

杉
本
節
子

、
斎
藤
文

子
、

渡
邉
宮
子
、
落
合

登
志

子
、
大
橋
ま

さ
、
嶋
村
イ
セ

、
杉
浦
み
つ

、
石
田

都
紀
子
、
鈴
木

艶
、
橋
本

一
枝

・：
木

村
瑩
子
、
鈴
木

久
子
、

笠
原
ひ

ろ
子

、
磯
部
清
子
、
安
斉
冨

乃
、
増
田

美
恵
子
、
真
如
紀
子
、
中

川
加
代

子
、
高
橋
恵
子
、
西
村
宣
子
、

家
崎

惠
美
子…
石
橋
み
つ
、
井
上

照
子
、

堀
道
子
、
豊
田
靖
子
、
川
村
美
津
子
、

笹
谷
長
子
、
石
井
も
と
、
湯
浅
啓
子
、

松
丸
ツ
ル

子
、
湯
浅
撞
子

…
恩
田
巳

恵
子

、
石
原

光

子
、
大
川
民
子
、
大
川

永
子
、
加

藤

江
と
子
、

齊
藤
つ

や
、
酒
井
正
子
、

酒
井
満
代
、
酒
井

洋
子
、
佐
藤
い
と

子
、
重
松
幸
枝

、
渋
谷
貞
子
、
關
若

子
、
出
山
定

子
、
松
平
義
子
、
松
本

智
子
、
水

野
昌
子
・
：
岡
部
輝
子

、
勅

使
川
原
博
子
、
横
山

禮
子
、
田
中

信

子
、
岡
紀
子
、
藤
木

あ
や
子

、
佐
藤

佐
江
子
、
八
田
ミ
ナ
エ
、
岡

部
和
子

…
秋
山
照

子
、
海

老
原
智
惠
子
、
北

嶋
美
智
子
、
小
池

幸
代
、
小
菅
ス
ミ
、
小

林
静
子
、
塚

本
教
子
、
大
倉
静

江
、
小
川
な
み
江

、

屋
代
紀
子
、
田
中

洲
美
子
、
田
中
富

美
子
、
鈴
木

眞
理

子
、
壬
生
綾
子

：
大

塚
よ
ね
子
、
安
蒜
多

美
子
、
伊

藤
ト
シ
子
、
荒
尾
美
晴
、

小
林

カ
ヨ
子

、
福
島
宏
子
、
西
川
繁

子
、
川
本
京

子
、
饗
場
明
子
、
日
暮

和
子
、
植
竹

延
子
、
大
川
光
江
、
開

田
昌
子
。

・：
山
野
辺
春
江
、

亀
澤

初
見
、

保
永
直
子
、
尾
崎
末
栄
、
黒

石
尚
子
、

風
見
真
利
子
、
藤
田
博
美

常
松

恵
子

、
松
本
迪
代
…
櫻
井
た
か
子
、

宮
川
柳
子

、
相

良
良
子
、
白
川

久
江
、

中
島
満
里

子
、
関
村
恵
、
石
井
恵
子
、

神
代
冨
美

子

『
　
・：
志

村
美
代
子
、
佐
藤
明

子
、
秋
山

良
子

、
白

子
と
き
よ
、
桂

田
久
美
子

、
羽

物
せ
つ

子
、
座
間
君

江
、
弓
削

喜
代

子
、
阿

部
俊
江
、
三

島
美
耶
子

、
田

島
末

子
、
高
部
信
子

、

野
首
久
美

子
、

川
瀬
蓉
子
、
安
西
和

子

・：
鈴
木
信

子
、
梶
原
ゆ

き
、

石
黒
マ
サ
、
高
原

孝
子
、
小
宮
山
キ

〔敬称略 ・順不同 〕※主任児 童委員 の任期は異なり ます。

ミ
、
小
林
初
江
、
友

野
勝
子
、
鈴
木

真
紀
子
、
八
代
節
子

…
種
山
綾

子
、
鵜
川
ヨ

ネ
、
大
野
敏

江
、
鈴
木

久
子
、
舟
見

百
合
、
田
辺
ゆ

か
り

、
坂
井
貴
美
子

、

大
熊
幸
恵
、

結
城
宏

子
、
高
田
悦
子

…

稲
見

雅
子
、
渡
辺
知

子
、
鹿
間

あ
き
子
、

柳
澤
秀
子
、
中

嶋
律
子
、
大
山

カ
ツ
ヨ

、
市
橋
敬
子

、

惡
老
原
芳
枝
、
村
松

恵
子
、
高
木
始

子

：
小

林
万

喜
子
、
鈴
木

ロ

ク
、
池
田

美
代
子

、
小

野
昌
子
、

吉
田
榮
子
、

徳
永
和
子
、
宇
佐
見
道

子
、
鈴
木
陽
子
、
山
口

槻
子
、
鈴
木

き
み
子
、
平

塚
ヒ

サ
、
矢
部
千
代

子
、

渋
谷
和
子

、
渡

部
芙
美
子
、
細
谷
愕

子
、
郷
正
子

、
青
柳
美
佐
子

〔
敬

称
略
・
順
不
同
〕

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
二
十
六
　
総
入
れ
歯

不
幸
に
し
て
す
べ
て
の
歯
を

失
っ
て
し
ま
う
と
、
総
入
れ
歯

を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

総
入
れ
歯
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
と
不
満
の
あ
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
。
総
入
れ
歯
に
な
る
ま

て
に
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ

ま
な
経
緯
を
辿
っ
て
い

る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
状
態
は
千
差
万

別
で
、
多
く
の
要
因
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
総
義
歯
治
療
を
難

し
く
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
入
れ
歯
の
土
台
に
な

る
歯
槽
堤
（
い
わ
ゆ
る
土
手
）

の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
歯

を
失
っ
て
長
い

年
月
が
経
過
す

る
と
、
歯
槽
骨
は
次
第
に
萎
縮

し
て
土
手
の
形

が
歯
の
生
え
て

い
た
こ
ろ
と

ず
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
土
手
の
高
さ
が
な
く
な
っ

て

し
ま
う
と
と
も
に
、
そ
の

幅

も
変
化
し
ま
す
。
特
に
総
入
れ

歯
を
難
し
く
し
て
い

る
の
は
、

土
手
の
頂
上
と
歯
が
生
え
て
い

た
位
置
が
年
と
と
も
に
変
化
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

入
れ
る
歯
を
ど
こ
に
並
べ
る
か

を
慎
重
に
調
べ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
い
噛
み
合
わ
せ
の
問
題

も
大
変
難
し
い
も
の
で

す
。
多

く
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
残
っ
て

い
た
数
少
な
い
自
分
の
歯
で
噛

も
う
と
し
て
い

た
た
め
に
、
噛

み

合
わ
せ
が
ず
れ
て
し
ま
っ
て

い

ま
す
。

次
に
、
年
と
と
も
に

適
応
力

が
低
下
し
て
い
る
こ

と
も
、
新

し
い
入
れ
歯
に
慣
れ
る
こ
と
を

難
し
く

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
要
因
を
抱
え
た
ま
ま
通
常

の

方
法
で
入

れ
歯
を
作
っ
て
も

ほ
と
ん
ど
の
場
合
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん

。
そ
の
場
合
は
、
仮
に

訓
練
用
の
入
れ
歯
を
作
り
、
そ

れ
を
少
し
ず
つ

改
造
し
て
最
終

的
な
入

れ
歯
の
形
を
模
索
し
て

い
く
と
い
う
方
法
を
と

る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

入
れ
歯
は
異
物
で
す
か
ら

、

装
着

後
の
調
整
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
慣

れ
る
こ
と
も
大
切
で
す

。

土
手
の
状
態
に
よ

っ
て
は
、

堅
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
が

不
可
能
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
弾
力

性
が
あ
り
耐
久
性
に
優
れ
た
材

料
を
入

れ
歯
に
張
り
つ
け
る
こ

と
で

解
決
し
ま
す
。
た
だ
こ
の

よ
う
な
方
法
は
保
険
診
療
の
中

で
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多

・
い
の
で

、
歯
科
医
院
で
よ
く

ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

鍠
／
匐
Ｕ
～
１
／
３
圉
は

年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間

一
杯
だ
け
　

㈲
の
軽
さ
が
　

重
い
事
故

飲
酒
・
無
謀
運
転
は
や
め
ま
し
よ
う
。

鵞
安
全
課

松
戸
地
区

明
第

一

地
区

明
第
二

地
区

明
第
三

地
区

明
第
四

地
区

矢
切
地
区

東
部
地
区

馬
橇
地
区

新

松

戸

第
一
地
区

新

松

戸

第
二
地
区

高
木
地
区

常
盤
平

地
区

常
盤
平
団

地
地
区

五
香
地
区

六
実
地
区

小
金
北

部
地
区

小
金
南

部
地
区

小
金
原

地
区



松戸市の職員給与等を公表

■人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本台帳
人口(年度末)

歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ
人件費率
(Ｂ／Ａ)

(参考)
5年度の人件費率

６年度
(フ.3.3 勺

455,103人

干円

110,722,051

千円
3,356,618

千円
27,862,692

25.2% 22.2%

人件 費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含まれます。

譖一般職員給与費の状況 （普通会計当初予算）

区 分 職員数Ａ
綰　　与　　費 １人当たり

給与費(Ｂ／Ａ)

職員1 人当たりの住民数

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ 松戸市 県内市分平均

フ年度
(ｱ.4.1)

3,324人

千円

12,985,330

干円

4,249,535

干円
6,734,332

干円
23,969,197

ｱ,210千円 136.9人 117.6人

１。この「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊

勤務手当、時間外勤務手当等が含まれ児童手当、退職手当を除いたものです。

２．職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市

は、他市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

謳職員の平均給料月額および平均年齢の状況 (平成７年４月１日現在)

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料 平均年齢 平均給料 平均年齢

松戸市 327,032円 40歳２月 292,707円 47歳10月

国 297,346円 38歳フ月 273,208円 47歳９月

１。一般行政職とは、税務職、医療職、消防職、教育職、企業職、技能労務職等を除い ﾌﾟ

員をいいます。
２．技能労務職とは、自動車運転手、守衛、業務員、用務員、給食調理員等をいいます。

眠職員の初任給の状況 (平成７年４月１日現在)

区　 分
松　戸　 市 国

初　任　 給 採用2 年経過日の給料額 ･初　任　綰 採用2 年経過日の給料額

一 般行政職
大学卒 180,500円 句3,900円

Ｉ種180,500円 193,900円

II種167,200円 180,500円
高 校卒 145,900円 160,700円 136,500円 145,900円

驤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成７年４月１日 現 在 ）

区　　 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 251,985円 310,801円 357,24∠1円
高校卒 211,350円 281 ,766円 318,068円

技 能 労 務 職 198,890円 224,733円 253,441円
経験年数とは、学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務している場合には採用後の年

数をいい、採用前に職歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数

をいいます。

■一般行政職の級別職員数の状況（平成７年 ４月１日現在）

区分　　　 級 ９級 ８級 フ級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 ｑ級 計

標準的な職務内容 局長 部長 課長 補佐 主幹 係長 主任
主事
主事
技師
事務員
技術員卜

職　員　数 ３人 26人 諂O人 113人 30Z人 424人 516人 4Z4人 55人 2,048人

構 成 比 0.1％ 1.3％ 6.∠1％ 5.5％ 15.0％ 20.Z％ 25.2% 2訓 ％ 2.Z％ 100％

参

考

１年前の

構成比
0.1％ 1.2％ 6.6％ ∠1.8％ 14.696 19.1% 2入1％ 23.696 2.9％ 100％

５年前の

構成比 ＼ 1.396 6.∠1％ 3.1％ 9.6% 訌4 ％ 33.8% 30.396 5.1％ 100％

１。給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

■昇給期間短縮の状況

区　　　　分 合　　　計 一般行政職 技能労務職

６年度

職　員　数　　　　　　（Ａ） 2,574人 2,03ｱ人 537人

普通昇給期間（12～24 月）を
短縮し て昇給した 職員数（Ｂ ）

63人 36人 27人

比　率　　　（Ｂ）／（Ａ） 2.4％ ﾘ ％ 5.0％

５年度

職　員　数　　　　　　（Ａ） 2,566人 2,025人 5副人

普通昇給期間（12～24 月）を
短縮して昇給した 職員数（Ｂ ）

ｱO人 51人 個人

比　率　　　　（Ｂ）／（Ａ） 2.7％ 2.5％ 3.596

・職員手当の状況

区　分 松　戸　市 国

期末 手当

勤勉手当

(６年 度支給割合)
期末 手当　勤勉手当

６月期　　q.6 月分　　0.6 月分

勺月期　　1.9 月分　　0.6 月分

３月期　　0.5 月分　 一 月分
計　　　4.0 月分　　1.2 月分

轂制上の段塹、職務の級等による加算措置…有

(６ 年度支給割合)

期末手当　　 勤勉手当

６月期　　1.6 月分　　0.6 月分

勺月期　　1.9 月分　　0.6 月分
３月期　　0.5 月分　- 一 月分

計　　　4.0 月分　　1.2 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

退職手当

支 給率（ フ年度）自己都合　　 勧奨 一定年
勤 続20年　　　　2 耿O 月分　34.65 月 分

勤 続25年　　　　33.75 月分　44.55 月 分

勤 続35年　　　　 ∠17.5月分　62.7 月 分

最高限 度　　　　60.0 月分　62.7 月 分

その他 の加算措置
定年前早期退職特例措置（2 ％～20％加算）

退職時 特別昇 給

勤 続20年以 上　１号俸ま たは２ 号俸

１人当 たり 平均支給額（６ 年度）

自 己都合　　　　 勧奨・定年
2,458千円　　　21,710 千円

支給率（ フ年度）自己都合 勧奨 ・定年

勤 続20年　　　　21.0 月分　28.875 月分

勤続25年　　　　33.75 月分　44.55 月分
勤続35年　　　　 ∠に5 月分　62.7　 月 分

最高限 度　　　　60.0 月分　62.7　 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2 ％～20％加算）

退 職時 特別昇給　１号俸

松戸市の自己都合の最高限度については、45年間勤続しか率です。

市民の皆さんに松戸市の一般職および

特別職の給与等について理解していた

だくため、その概要をお知らせします。

圃人事課給与係

調整 手当
(フ年４月
１日現在)

支給対象地域 全　地　域

支給率 10％

支給対象職員数 3,306人

国の制度（支給率） 3％

支給対象職員１人当たり平均支給年額（６年度決算） 383,644円

特殊勤務手当
(６年度)

区　　　 分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 47.2%
支給対象職員1 人当たり平均支給年額 59,519円
手当 の種類（手当数） 29種類

代表的な手当 の名称

支給額の多い手当
技術研究調査手当､ 保育手当､ 特殊
現場勤務手当、し 尿･ゴミ 等収集処
理手当､ 税務手当

多くの職員に支給
されている手当

特殊現場勤務 手当､ 保育手当､ 危険
作業手当､ 税務手当､ 技術 研究調査
手当

時間外勤務手当

６年度
支　　 綰　　 総　　額 954,367干円

職員１人当たり支給年額 335千円

５年度
支　　 綰　　 総　　額 1,146,853千円

職員１人当たり支給年額 403千円

区分 内　　　　 容
国の制度
との異同

国の 制度と 異なる内容

扶養

手当

配偶者　　　　　　　　　　　　　16,000円
配偶者以外の扶養親族のうち2 人　5,500 円

配偶者なしの扶養親族のうち1 人　11,000円

その他の扶養親族　　　　　　　　2,000 円

16歳～22歳までの1 人につき加算する額2,000 円

同じ

住居

手当

借家・借間居住者

8,500円を超えIZ,000円以下の家賃支払者
家賃-8,500円

IZ,000円を超える家賃支払者

(家賃-IZJO 円)×１／２十8,500円

記27,〔)00円
持家居住者　9,300円

その他の者2,000 円

異なる

国の場合

借家・借間居住者
12,000円を超え23,000円以下の家賃支払者

家賃-12,000 円

23,000円を超える家賃支払者

(家賃-23,a 〕O円)×１／２十11,000円
≦2Z,000円

持家居住者

新築・購入後５年間　2,500円

その他の者　　　　　1,000円

通勤

手当

40,0(〕O円以下の運賃………運賃の全額

40,000円を超える運賃

(運賃－40,000円)×１／２十40,000円

≦45,000円

同じ

■特別職の報酬等の状況（平成７年11月１日現在）

(平 成７年４月１日現在)

区　分 報　酬　等　月　 額 期　 末　手　当

市　　 長

助　　 役

収 入 役

孔050,000円

860,000円以内

Z60,000円以内

(６年 度支給割合)

６月期　2.2 月分

12月期　2.5 月分

３月期　0.5 月分

計　　5.2 月分

議　　 長

副 議 長

議　　 員

Z20,000円
660,000円
590,000円

・ 定 員 の 状 況

●部門別 職員 数の状況（平成 フ年４ 月１日 現在）

区　　 分 職　　　員　　　数 対　前　年　増　減　数

部　　　門 平成５年 平成６年 平成フ年 平成５年 平成６年 平成フ年

一
般
行
政
部
門

議　　　 会

総 務 企 画

税　　　 務

民　　　
生

衞　　　 生
労　　　 働

農 林 水 産

商　　　
工

土　　　 木

22

4Z8
巧5

658
438

一
悃
28
凉

22

倔
憫

667
悩

一
諂
26
353

22

499
憫
ｱ08
394

一
悃
23
352

０

十 ア
０
十２
△４

-
０
十４

十竹

０

十５
十１
十９

△４

-
０
△２
△１

０

十悃
０

十
副
△４０

- ０

△３
△１

小　　　　計 2,帽 2,159 2,172 十20 十８ 十13

特別行

政部門

教　　　　育消　　　　防
茴6
478

肺8
頏

閲ｱ
∠181 十

匐
十34

十12
十 ア

△１
△４

小　　　 計 1,134 1,153 1,148 十羽 十19 △ ５

普　通　会　計 3,285 3溷2 3,320 十64 十27 十８

叉生
病　　　　院
水　　　　道
下　 水　 道
そ　 の　 他

凉

37
竹665

8Z4
3Z
州
6Z

909
38
垳
64

十５２

△２
０

△３

十90

0
0
十２

十35

十１
０
△３

小　　　 計 1,002 1,09∠1 リ27 十4Z 十92 十33

合　　　　　計 4,287 4,406 4,447 十1竹 十竹9 十副

職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有丁る休戦者、澂道

職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています（教育職員の人数には、教育

長が含まれています）。

●平成フ年の職員数の増減状況

部　　　 門 増員数 減員数 差　 引 主　な　 増　減　理　由

一
般
行
政

部
門

議　　　 会

総 務 企 画

税　　　 務

民　　　 生

衛　　　 生

労　　　 働

農 林 水 産

商　　　 工

士　　　 木

0

24
0

副
詞

-
０

０
２

０

８
０

０

５∠１

-
０

３
３

０

十謁
０

十副

△40

一
〇

△ ３

△ １

支所機能 の充 実、総合計画 の策 定

ホームヘ ルプ 部門の振替

ホームヘ ルプ 部門の振替

競 輪事業 の事務量の 減

建築 指導 の充実など 事務量の増減

竏
教　　　 育

消　　　 防
12
0
13
4

△ １

△ ４

栄 養士の配置、県民体育 大会の終了

欠員不補 充

公

報
病　　　 院

水　　　 道

下　 水　 道

そ　 の　 他

３５
１
００

０
０
０３

十35

十 １

０

△ ３

東 松戸 病院の増床

欠員 補充

競輪事業の事務量の 減



市役所の代表電話ぽ一一66-1111

タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

お
知
ら
せ

小

中

学

生

観

光

絵

画

展

1
2月
1
5
日

窗
～
2
1
日

困

、

午

前

８

時
3
0
分

～

午

後
５

時
　

会

場

市

役
所

一

階
本

館

新

館

連
絡

通

路

入

選

者
〔

小

学

校
の

部

〕

市
長

賞
＝

末

次
小

智
子
・
岡

部
礼
・
柳

智

香

子
（
相

模
台

小
）
、
小

守

達

也
（
牧

野

原

小

）
、
杉
浦

弘

樹

呈

本

郷

小

）
、

佐

藤

綾

香

呈

本

郷

第
二

小
）
、
観

光

協

会
長

賞
＝

佐

藤
翔

∵

下

田

菜

生
（
中

部

小
）
、
古

村
文

音

（
馬

橋
小
）
、
鈴
木

麻

衣
子
（
松

飛

台

第

二

小
）
、
佐
藤

勇

太

工

本

郷

第
二

小

）
、

綱

本
愛

子

（

新

松
戸

北

小

）

〔
中

学

校
の

部

〕

市
長

賞
＝

磯

野

泉
・
山

中

靖
子

（
聖

徳
大

附

属

中

）
、

中
山

智

恵

示

金

中
）
、
観
光

協

会

長

賞

＝

佐
野

ゆ

か

り

（
第

三

中
）
、

村
山

明
子
（
第

六

中
）
、
岩
田

真

生

子

（
栗
ヶ

沢

中

）
　
　
〔
敬

称

陷

〕

茴
商
工

課

振
興

係

し

い

た

け

栽

培

資

材

を

あ

っ

せ

ん

し

ま

す

品
目
・
価
格
原
木
（
長
さ
九
十

惣
）
　一
本
三
百
二
十
円

、
種
駒
二

十
個
（
原
木
一
本
分
）
百

二
十
円
、

打
ち
込
み
用
丸
ノ
ミ

ー
丁

千
九
百

円
、
ノ
ミ

替
刃
一
個
六
百
円
、
電

動
ド
リ
ル
用
替
刃
一
個
七
百
円
、

電
動
ド
リ
ル

使
用
料
（
原
木
一
本

当
た
り
）
五
十
円
　

あ
つ
せ
ん
数

量
一
人
十
本
ま
で

圃
1
2月
2
0日
困
ま
で
に

、
往
復（

ガ
キ
に
希
望
品
目
・
数
量
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
－

五
松

戸
市
役
所
農
政
課
内
松
戸
市
森
林

組
合
へ

※
引
き
渡
し

場
所
に
つ
い
て
は

。

平
成
８

年
１
月
中
に
通
知
し
ま

す
。

工

業

統

計

調

査

に

ご
協

力

を

通
商
産
業
省
で
は
、
毎

年
1
2月

3
1日

現
在
で

全
国
一
斉
に
工
業
統

計
調
査
と
石
油
消
費
構
造
統
計
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
調
査
は
、
わ
が
国
の
製
造

業
の
活
動
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ

と
を
目

的
と
し
、
製
造
・
加
工

業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
実
施

し
て
い

ま
す
。

本
年
も
こ
の
調
査
の
た
め
、
調

査
員
が
各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま

す
の
で

、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。
な
お
、
調
査
票
は
こ
の
調
査

目
的
以
外
に

は
一
切
使
用
し
ま
せ

ん
の
で
、
正
し
い
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

固
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

募

金

活

動

に

は

許

可

が

必

要

で

す市
内
で

寄
付
募
集
（
募
金
活
動
）

を
行
う
場
合
は
、
条
例
に
よ
り
市

の

許
可
が
必
要
で

す
。

祭
事
、
記
念
行
事
な
ど
の
資
金

ね
ん
出
の
た
め
の

募
金
や
街
頭

募

金
な
ど

、
多
数
の
人
に
金
銭
や
物

品
な
ど
の
提
供
を
促
す
行
為
は
す

べ
て

寄
付
募
集
と
な
り
ま
す
の
で

、

必
ず
申
請
・
許
可
の
手

続
き
を
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

強
制
や
割
り
当
て
に
よ
る
寄
付

募
集
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

閲
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

（

ロ

ー

ワ

ー
ク

ア

ン

サ

ー

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

雇
用

保
険
の
失
業
給
付
や
事
業

主
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

ご
案
内
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

の
際
は
、
そ
れ

ぞ
れ
コ

ー
ド
番
号
が
あ
り
ま
す
の

で

、
案
内
に
従
っ
て

操
作
し
て

く

だ
さ
い

。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ア
ン
サ
ー

0
4
3
・
2
4
2
・
1
1
5
5

番

固
県
商
工
労
働
部
職
業
安
定
課
登

0
4
3
・
2
2
3
・
９
】７
ａ
‥）７

番

再

生

自

転

車

の

即

売

1
2月
1
8日
側
～
2
0日
團
、
午
前

９

時
～
午
後
３

時
　
会
場
生
き
が

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
ケ
作
二
七

七
－

四
）
　
販
売
台
数
五
十
台
（
売

り
切
れ
次
第
終
了

）
　
　価
格
五
千

円
～
一
万
一
千
円
　

交
通
五
香
駅

東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス
示

新
山
」

行
き
ま
た
は
「
柏
陵
高
校
」
行
き

で

、
新
栄
町
入
口
下

車

固
松
戸
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ

１
容
8
4・
ＱＪ↑
⊥
Ｑ
冫
上
番

筑

波

大

学

附

属

盲

学

校

幼

稚

部

・

小

学

部

の

幼

児

・

児

童

を

募

集

出
願
期
間
1
2月
８
日
窗
～
1
5日

窗
　

入
学
選
考
１

月
2
5日
困
　

対

象
視
覚
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
。

幼
稚
部
年
少
・
年
長
組
各
二
人
示

学
部
一
年
盲
学
級
六
人
・
弱
視
学

級
若
干

名
、
各
学
年
転
入
若
干

名

醴
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
・（
〒
1
1
2

文
京
区
目
白
台
三
－

二
七
－

言

昔
0
3・
３
９
４
３

・
5
4
2
1

番

ス
ポ
ー
ツ

市

民

ス

キ

ー

大

会

１
月
2
1日
収
　

会
場
栃
木
県
鶏

頂
山
メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
ス
キ

ー
リ
ソ

ー
ト
　

種
目
大
回
転
競
技
　
費
用

エ
ン
ト
リ

ー
代
二
千
円
、
団
体
戦

一
チ

ー・
ム
五
千
円

兩
１
月
1
0日
困
ま
で
に

、
電
話
で

松
戸
市
ス

キ
ー
連
盟
・
高
橋
容
6
2・

1
8
0
0

番
（
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
７

時
）
へ

市

民

冬

休

み

短

期

ス
ケ

ー

ト

教

室

（

フ

ィ

ギ

ュ

ア

）

1
2月
2
5日

㈲
～
2
8日
困

午
前
８

時
受
け
付
け
開
始
、
実
技
指
導
午

前
８
時
3
0分
～
９
時
3
0分
（
そ
の

後
一
時
間
自
由
滑
走
）
　
　会
場
新

松
戸
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
　

対
象
市
内

在
住
・
在
勤
で
小
学
生
以
上
の
人

定
員
百
五
十
人
　

費
用
五
千
円

箍

導
料
・
貸
靴
代
・
保
険
料
含
む
）

※
費
用
は
前
日

ま
で
に
納
入

。
北

小
金
駅
午
前
８
時
発
の
無
料
送

迎
バ
ス
あ
り
。
ズ
ボ
ン
・
靴
下

。

手
袋
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

。

兩
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

で

、
松
戸
市
ス

ケ
ー
ト
連
盟
事
務

局
（
新
松
戸
ス

タ
土
フ
ン
ド
内
）

容
4
1・
2
1
2
1

番
、
團
4
6・
7

1
2
3

番
へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

１

月
1
3
日

～

３

月
3
0
日

の

毎

週

土

曜
日

、

午

前
８

時

～
９

時
4
5
分

会

場
中

央
公

園
庭

球

場
　

対

象
市

内

在
住

・

在

勤
の

初

心

者
七

十

人

（

多
数

の

場

合
は

抽

選

）
　
　
費

用

九

千
円

（

保

険
料

含

む

）

圃
1
2
月
1
5
日

窗
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ
に

住

所
・
氏

名
・
電

話

番
号
・

返

信
用

あ
て

名
を

記

入
し

て

、
〒

2
7
0
松
戸

北

郵

便
局

私

書

箱

十
二

号

松

戸
市

テ
ニ

ス

協
会

へ

固

平
木

登
4
8
・
6
7
8
4

番

保
健
・
衛
生

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平
成
４

年
８
月
生
ま
れ
の

幼
児
　

健
診
日
1
2月
５
日
・
1
2日
・

1
9日
の

各
火
曜
日
　

会
場
松
戸

保

健
所
寮
対
象
者
に
は
通
知
を
送
り

ま
し

た
が
、
届
か
な
い
場
合
に
は
（

ガ
キ
に
住
所
・
電
話
番
号
・
幼

平

成

８

年

度

成

田

赤

十

字

看

護

専

門

学

校

看

護

学

生

募

集

出

願

期

間
８

年
１

月
1
9
日

窗

ま

で
　

試

験
日

２

月

１

日
困

・
２

日

窗
　

募

集
人

員
三

十

人

（
男
子

も

応
募

可

）
　
　
応

募
資

格

高

等

学
校

卒
業

（
見

込
み

を

含

む

）

ま
た

は

文

部
大

臣

が

同

等
以

上

の

学
力

を

有
す

る

と

認

め
た

者

固

成
田

赤

十

字

看
護

専

門

学

校
昔

０

４

７
ａ
ｕ
・
2
2
・
９
欠
ｊ
ｌ
↑
上
内
線

3
8
1
番

雪

に

親

し

む

会

（

ス

キ

ー

）

２

月

９
日

金

午

後
1
0
時

伊

勢
丹

松
戸

店
前

集

合

、
1
2
日

蜊

午

後
９

時
帰

着
　

行

き

先
山

形

県

蔵
王

ス

キ

ー
場
　

定

員

先

着
三

十

八
入

費
用

四

万

一

千
円
（
往
復

バ

ス

代
、

二

泊
五

食

代

、

保

険
料

含

む

）

茴

松
戸

市

ス

予
・‐
。
連
盟

・

高

橋

容

6
2・
1
8
0
0

番

（
日

・

祝
日

を

除

く

午
前
９

時
～

午

後
７

時

）

卓

球

教

室

1
2月
1
0日
収
午
前
９

時
～
午
後

Ｏ

時
3
0分
　

会
場
小
金
原
体
育
館

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
市
村
容
4
2・

6
1
9
0

番
（
夜
間
の
み
）

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

1
2月
1
7日
収
午
前
９
時
～
正

午

会
場
馬

橋
北
小
学
校
校
庭

圉
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・

木
下
容
4
5・

3
4
2
9

番

児
氏
名
・
幼
児
生
年
月
日
・
保

護
者
氏
名
・
転
入

年
月
日
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
松
戸

保
健
所
（
容
肌
・
2
1

2
1

番
）
　へ

愛

の

献

血

１９
一
月
７

日

困

午

前
９

時
3
0
分
～

1
1
1
1

（
時
4
5
分

と

午

後
１

時
～

４

時

会

場

マ

ブ
チ

モ

ー

タ

ー

寮

固

健

康

管
理

課

業

務

係

見

に

行

こ

う

聴

い

て

み

よ

う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

醴市民 会館≪68-1237 番茴市民 劇場O68-0070 番
醴文化ホール
酋67―781 OS

固市立博物館084-8181 番閲パークセンター酋45-8900 番

※
月
曜
日
は
休
館

。
☆
印
の
つ
い
て
い

る
催
し
物
は
有
料
で
す

。

2
3吩
2
2廁
1
7曰
1
6出
1
5廁
８
廁

1
2／
５

㈲

期
　

日

K
A
W
A
I
 
I
n
s
t
r
u
m
e
n
t
o
r
s
 
C
o
n
c

e
r
t
 
9
5
 
「
響
」

中

央
学
院
大
学
吹
奏
楽
団
　

定
期

演
奏
会

中

央
学
院
大
学
軽
音
楽
部
　

定
期

演
奏
会

河
島
英
五

一
コ
M
A
"
「
∽
⊂
［
）○
コ

ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　

☆

「

平
和
の
集
い
」
講
演
会

渥

美
二

郎
シ
ョ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

今
陽
子
ア
イ
カ
ー
ド
ス
ペ
シ
ヤ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
☆

内
　
　
　
　
　
　

容

1
4・
3
0

1
8・
0
0

1
6・
0
0

1
8・
ｍ
Ｊ

1
8・
ｍ
Ｊ

1
4・
ｔ
Ｗ

1
8・
3
0

1
3・
ｍ
Ｊ

1
6・
3
0

開
演

時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

１
／
５
廁
2
3呪
2
0團
1
7曰
1
6圉

1
2／
1
2㈲

期
　
日

冬
休
み
こ
ど
も
映
画
大
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ
演
奏
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
定
期
演
奏
会

内
　
　
　
　
　
　

容

1
0・
ｍ
Ｊ

1
4・
ｍ
Ｊ

1
3ふ
叨

1
7・
ｍ
一

1
3・
3
0

憫
・
0
0

1
7・
3
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
・：
午
前
1
0時
～
午
後
６
時

1
2㈲
～
1
7曰

６
團
～
1
0日

1
2／
５
㈲
～
1
0日

期
　
　
　
間

百
和
会
　
水
墨
画
展

貝
の
花
　
ラ
デ
ィ
カ
ル
合
同
展

す
ぱ
る
の
会
　
洋
画
展
内
　
　
　
　
　
　

容

※
月
曜
日
（
祝
日
に
あ
た
る
と
き
は
翌
日
）・
第
四
金
曜
日
（
整
理
日
）
は
休
館

入
館
時
間
・：
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分

観
覧
料
：
・
一
般
三
百
円
・
高
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中
学
生
百
円
（
特
別
展
は
別
料

金
）
　
第
二
・
四
土
曜
日
は
、
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

1
2／
叨ぃ
團
ま
で

午
後
１
時
1
5分
・
３
時
1
5分

か
ら
四
十
分
間
（
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
1
1時
か
ら
も
上

映
）

期
　
　
　
　
　
間

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像「
ト
ル
コ
音
楽
の
旅
」（
観
覧
無
料
）

※
１
／
５
圀
か
ら
は
「
世
界
や
き
も
の
紀
行
／
白
磁
の

旅
は
る
か
」
を
上
映
し
ま
す
。

内
　
　
　
　
　
　

容

入
館
時
間
・：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
月
曜
日
は
休
館

談相 物し催 匹

期
　
　
　
　
　
　

間

毎
週
　
　

午
前
1
0時
～
正
午

水
・
土
・
日

午
後
１
時
～
４
時

惠

当
日

パ
ー

ク
セ
ン

タ
ー
入

り
口
で
（

先
着
二

十
五
人

）
　
費
用
：
・
無
料
　

※
雨
天

中
止

2
3吩
午
後
1
0時
～
1
1時
3
0分

1
3團
～
2
4臼

1
2／
1
0剛
ま
で

み
ど
り
の
相
談
員
に
よ
る
花
や
緑
に
関
す
る
相
談

（
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
「
林
の
中
の
鳥
た
ち
」

講
師
：
・
自
然
解
説
員
・
首
藤
美
恵
子
氏

「
2
1世
紀
の
森
と
広
場
公
募
絵
画
展
」
企
画
展

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
を
飾
ろ
う
展
」
企
画
展

内
　
　
　
　
　
　

容

情報チャンネル

21世紀の森と広場

パークセンター

市立博物館 文化ホール

ギャラリー 市民劇場 市民会館



冬

休

み

こ

ど

も

映

画

大

会

８

年
１

月
５
囗

廁
午

前
1
0
時

～
正

午
と
午
後
２
時
～
４

時
（
二

回
上
映
）
　

会
場
市
民
劇
場
　
内

容
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
白
雪
姫
」

ほ
か
一

本
　
対
象
小
・
中
学
生
と

保
護
者
　
定
員
各
回
先
着
三
亘

二

十
二
人

圉
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
午
前
午
後
の
別
・
希

望
人
数
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七

―
五
松
戸
市
役
所

こ
ど
も
課
育
成
係
へ

冬

の

陶

芸

一
日

教

室

1
2月
８
日
窗
午
前
９

時
3
0分
・

午
後
Ｏ
時
1
5分
・
３
時
の
う
ち
の

一
回
（
各
回
先
着
十
二
人
）
　
　会

場

陶
松
（
市
立
病
院
裏
）
　

費
用

五
百
円
（
陶
土
・
焼
き
代
別
）

茴
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀
登

6
8・
７
７
９【
】叭
）番

新

春

レ

ク
チ

ャ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

・

早

川

い

さ

子
（

Ｉ

プ

と

と

も

に

１

月
６
日
出
午
後
１
時
3
0分
開

演
　
会
場
市
民
劇
場
　

定
員
三
百

三
十
人
（
抽
選
）
　

費
用

無
料

惠
1
2月
2
0日
團
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

図
書
館
利
用
カ

ー
ド
番
号
を
記
入

し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇

市
立
図
書
館
（
0
6
5・
5
1
1
5

番
）
へ

寮（

ガ
キ

ー
枚
に
四
人
ま
で
記
入

で

き
ま
す
。

音
楽
の
広
場

（
合
唱
講
座
）

1
2月
1
9日
㈹
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
市
民
劇
場

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

（
初
回
の
み
）

固
矢
切
公
民
館
容
6
8・
1
2
1
4

番

中

・

高

校

生

の

た

め

の

春

休

み

海

外

派

遣

事

業

派
遣
地
ア
メ
リ

カ

ー
カ
ナ
ダ

ー

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ー
ニ
ュ

ー
ジ
ー

ラ
ン

ド

ー
イ
ギ
リ
ス
　

対
象
中
学

一
年
～
高
校
三
年
生
（
派
遣
地
に

よ

り
異

な

る
）
　
　
費
用
三

十
二

上

二
十
八
万
円

惠
１
月
2
4日
困
ま
で
に

、
所
定
の

串
込
晝
で
（
書
類
選
考
に
よ
り
派

遣
者
を
決
定
示

前
研
修
会
あ
り
）

問
聯
国
際
青
少
年
研
修
協
会
容
0
3

・
３
３
５
９

・
8
4
2
1

番

催

し

物

障

害

福

祉

地

域

講

座

（
講

演

と

劇

の

集

い
）

１

月
2
7
日
出

午

後
Ｏ

時
3
0分

～
３

時
3
0
分
　

会
場

市
民

劇
場

内
容
講
演
「
失
明
し
て

見
え
た
も

の
」
、
劇
団
九
十
九
に
よ
る
手
話
劇

定
員
先
着
三
百
人

圃
（

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号
、
「
障
害
福
祉

講
座

受
講
希

望
」
と
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市

小

根
本
七
東
葛

飾
支
庁
社
会
福
祉

課
（
昔
6
1・
4
0
7
7

番
）
　へ

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

特

別

講

座

①
1
2
月
1
0
日

㈲

・

②
2
3日

例

、

午

前
1
0
時
～

午

後
２

時
　

会

場

①

小

金

市
民

セ

ン

タ

ー

②
新

松

戸

市

民

セ
ン

タ

ー
　

費

用

①

②
と

も

各

二

千

円
　

内

容

①

Ｘ
マ

ス

ア

レ
ン

ジ

②

お
正

月

ア

レ
ン

ジ
　

持

ち

物

（

サ

ミ

・

袋

固

フ

ロ

ー・・
ラ

ル

ア

ー
ト

花

の

友

の

会

・

阿

部

容
4
9
・
0
0
0
8

番

戦

後
5
0
年

・

平

和

を

考

え

る

軽

音

楽

と

永

六
輔

の

お

し

や

べ

り

ひ

ろ

ば

1
2月
1
5囗
廊
午
後
６

時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用

千
円
（

資

料
代

等
）

黷

戦
後
5
0年
・
平
和
を
考
え
る
つ

ど
い

実
行
委
員
会
登
6
0・
1
6
5

8
番

野

鳥

観

察

会

1
2月
1
0日
収
午
前
８

時
新
八
柱

駅
前
・
８

時
3
0分
八
柱
霊
園
入
り

囗
集

合
、
卜一
時
3
0
分

現

地
解

散

会
場
八
柱
霊
園
内
　

持
ち
物
筆
記

用

具
・
観
察
用

具
・
昼
食
　

費
用

無
料
（
交
通
費
の
み
実
費
）

閲
剛
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基

金
昔
4
5・
9
8
4
6

番

野

鳥

ス

ラ

イ

ド

映

写

会

1
2月
1
0日
㈲
午
後
１
時
～
４

時

3
0分
　

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ

ー
　

費
用
無
料

固
聯
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
登
4
5・
9
8
4
6

番

忍

者

ご

っ

こ

「
忍

者

に

な

っ

て

街

を

遊

ぼ

う

」

1
2月
1
7日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

２
時
　

会
場
新
松
戸
中
央
公
園
と

そ
の
周
辺
　

費
用
二
百
円

固
松
戸
北
子

ど
も
劇
場
・
藤
田

一`

4
7・
４
４
４
冖ｎ
）番

合
唱
団
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 
o
f

ト

ウ

キ

ョ

ウ

音

楽

会

３

月
1
7
日

㈲

午

後
２

時

開

演

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
大

ホ

ー

ル

費
用

指
定

席

二

千
五

百

円

・

自

由

席
二

千

円
（
当

日

は
二

千

三

百

円

）

内

容

歌
と

音

楽

と

お
話

で

つ

づ

る

「
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
の

生

涯

」

固

松
戸

友

の

会

・

奴
田

原

昔
０

２

ｑ
）７

・
6
8
・

７
Ｑ
‥）［
Ｄ
ｇ
］
番

ご
は

ん

大

好

き

、

健

康

家

族

県

民

の

集

い

「
Ｒ
－

ｃ

Ｅ

＆

Ｌ
－

Ｆ
Ｅ

フ

オ
ー
ラ

ム

ち
ば

」

２
月
１

日

團

午
後
１

時
か
ら

会
場
千
葉
市
民
会
館
　
内
容
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
＝
俳
優
・
辰
巳
琢

郎
氏
、

キ

ャ
ス
タ
ー
・
浜
屋
優
子
氏
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

定
員
先

着
千
人

圃
1
2月
2
7日
圉
ま
で

に
、
（

ガ
キ

に

住

所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話

番
号

を
記
入
し
て

、
〒
2
6
0
－

飢
千
葉
中

央
郵
便
局
私
書
箱
四
十
号
県
庁

農

政
課
（
容
0
4
3
・
2
2
3
・
2
8
1
4

番
）
へ

「

こ

ど

も

期

」

を

豊

か

に

の

び

や

か

に

1
2月
９
日
出
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
小
金
原
体
育
館
　

費
用
三
百

円
　
内

容
子
ど
も
の
権
利
条
約
に

ふ
れ
て
　

講
師
日
本
体
育
大
学
女

子
短
期
大
学
教
授
・
安
部
富
士
男

氏汰
保
育
あ
り
（
要
予
約
、
保
険
料
。

お
や
つ

代
二
百
円
）

固
小
金
原
保
育
の
会
幼
児
教
室
・

加
賀
谷

一`
4
5・
0
0
1
2

番

松

戸

中

央

こ

ど

も

劇

場

幼

児

例

会1
2月
７

日
困
午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
Ｏ
時
3
0分
　

会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1和
室
　

費
用
無
料
　
内
容

ピ
ョ
ン
吉
に
い

さ
ん
と
パ
シ
ャ
マ

マ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

、
事
前
座
談
会

…
長
谷
川
ひ
ろ
と
（
ピ
ョ
ン
吉
に

い
さ
ん
）
を
迎
え
て

「
子
育
て
と

自
己
再
発
見
」

※
保
育
あ
り
（
三
百
円
）

醴
事
務
局
・
青
木｛
一一
8
6・
9
1
5

4
番

河

島

英

五

コ

ン

サ

ー

ト

（
阪

神

大

震

災

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

1
2月
1
6日

出

午
後
６

時
開
演

会
場
市
民
会
館
　

費
用
前
売
り
三

千
五
百
円
、
当
日
四
千
円

固
松
戸
西
子
ど
も
劇
場
事
務
局
昔

3
1・
↑
六
り
Ｏ
（
り
番

国

際

交

流

事

業

「

手

づ

く

り

の
愛
と
I
」

２

月

％
］日

出

～
2
5
日

㈲

〔

一

泊

二

日

〕
　
　

会

場

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家
　

内

容

料

理
・
芸

術

鑑

賞
・

伝

統

文

化

の

理

解

ほ

か
　

対

象

小

・

中

学

生

の

親

子

、

高

齢

者

、

外

国

人
　

費

用

四

千

円

惠

県

立

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

昔

０

４

７

１

・

飢

・

１

Ｇ
ｙ
ソ
‘ｑ
．）
番

松

戸

ブ

ラ

ス

オ

ル

ケ

ス

タ

ー

十

周
年

記

念

特

別

演

奏

会

1
2月
1
0日
㈲
午
後
２
時
3
0分
開

演
　

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
大
ホ
ー

ル
　

費
用
五
百
円
　

内
容
カ
ル
ミ

ナ

ー
ブ
ラ

ー
ナ
ー

※
子
供
連
れ
、
車
い
す
も
可

閲
本
山
容
8
4・
9
4
8
2

番

県立現代産業科学館の催し物

借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
2月
1
3日
水
午
後
１

時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

寮
契
約
書
類
等
の
ご
持
参
を

固
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久

保

田

容
4
1・
8
2
7
9

番

お
は

な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン

期　日 時　間 会　場 形　態

12/1300
午後３時

～３時30分

図書館

本 館‘
おはなし会

20團
午後３時

～３時40分
小金分館

絵本

おはなし会

21困
午後３時

～３時30分

図書館

本　館
おはなし会

対象…３～９歳　費用…無料
でんわおはなしキャラバン昔7Z－0000番

固市立図書館o65 ―5115番

日 ， 時 内　　　容 定　員 費　用

12/ 9 (日)

午前10時50分
～正午

産業たんけん隊（小学生）
当日先着
20人

無料

12/2300

午前10時30分
～正午

身近なサイエンス教室
（小学生親子）

「凧（たこ）をつくろう」

20人
(要予約)

保険代
140円

12/24日

午後１時～２時

クＵスマスコンサート

｢クリスマスミュージックの

生演奏｣

当日受け
付け

無料

12/24 臼

午後２時
～３時30分

クＵスマス実験講座

｢楽しい化学ショー｣

60人

(要予約)

12/10(1日)・朷日)
午後１時30分

～２時30分

サイエンスシネマ

｢これガハレー彗星の正体だ｣

当日先着

150人

12/23R ・釧日)

午後１時30分
～３時3C}分

冬休みキッドシネマ

｢科学フフニメ｣

当日先着

笥O人

健康増進指導コースを

ご利用ください

匣要予約のものは、電話またはファクスで県立現代産業科学館普及

課.079―2000番、FAX79 ―2221番へ

あ なたの身体は

大丈夫？・そういえば検診はまだだったかなぁ・食事・運動に気をつけるように言われた・体力が落ちて、疲れが取れにくいという人に最適です。

一人ひとりの健康状態に適した食事

や運動など、生活面のアドバイスを、

専門スタッフが行ないます。検査項目

が増え、成人病健診としても更に充実

して、皆さんをお待ちしています。

期日毎週月･火･金曜日と第1・3土曜日

費用初回3,090円、２回目以降1,030円

固健康増進センターQ65-5588 番

健康保険証を忘れずに

醴戸定歴史 館O62-2050 番
茴 社会教育課市民文化係

S66-7462 番固森のホール昔図一5050番

入
館
時
間
・：
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
・：
大
人
六
十
円
・
高
大
学
生
四
十
円
・
小
中
学
生
　
二
十
円

※
第
二
・
四
土
曜
日
は
、
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

1
7日
か
ら

一
八
六
七
年
少
年
・
徳

川
昭
武
の
見
た
パ
リ
万

国
博
覧
会

1
2／
1
6圉
ま
で
休
館

期
　
　
　
　
間

江
戸
時
代
最
後
の
年
　
慶
応
３
年
（
一
八
六
七
）
に
、
兄

の
将
軍
・
慶
喜
の
名
代
と
し
て
パ
リ
万
博
に
派
遣
さ
れ
た
、

少
年
昭
武
の
見
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
替
え
の
た
め
に
戸
定
歴
史
館
は
休
館
。
戸
定
邸
は
開

館
し
て
い
ま
す
。
内
　
　
　
　
　
　

容

西 東 期
間

ア
ト
リ
エ
　
こ
た
に

洋
画
展

み
の
り
写
真
会

写
真
展
1
2／
1
4困
ま
で

大
井「
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ラ
ワ
ー
教
室

作
品
展

松
戸
あ
ひ
る
会

1
0号
絵
画
展

1
5廊
～
2
2廊

フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ォ
ト
　
グ
ル
ッ
ペ

写
真
展

露
松
院

ロ
ー
書
き
後
染
書
道
展

2
3粉
～
１
／
４
困

期　日 催　し　物（☆EDは有料） 開演時間 問 い 合 わ せ 先

大

ホ

｜

ル

12/ 8 廁
新星日 本交響楽団

第九 “合 唱’　　 ☆
19 : 00

MIN-ON 干葉予約センター

O043-287-6688 番

怛日）
松戸ブラスォルヶスター

定期演奏会☆
14 : 30 本山文朋　　　　　　　084-9482 番

16田
国際交流フェスティバル・

イン松戸
13 : 00 紺松戸市国際交流協会　昔66一竹11番

23吩 青空曲馬団　　　　　　　　 ※ 14 : 00 新京成電鉄企画室　　　き89一竹IC遥

小

ホ

Ｉ

ル

９出 小原由起子ピフフノＵサイクル　☆ 14 : 00
松戸クラシック音楽を楽しむ会

S62-3775 番

14困

15廁
戸田義明ピアノファンタジー　☆

19 二00

19 : 00
糸ざくらの会　　　　　昔8ｱｰﾌ058番

恬日）松岡ピフフノレツスン室発表会 10 二00 松岡悠子　　　　　　　O45-1304 番

22廁 元山音楽教室発表会 16 : 00 半杭亜矢子　　　　　　089-1581 番

23吩 '95クリスマスコンサート 19 : 30 阿部一雄　　　　O0471-96-0226 番

24(日)クリスマスコンサート 12 : 00 奥沢たづ子　　　　　　≪42―7048番

ｋ
テ レ ホ ン 案 内 サ ー ビ ス

ｇ　　　 …O66-0010 番

平 日 ＝ 午 後 ５ 時

～ 翌 日 午 前 ９ 時

休 日 と 土 曜 ＝ 午 前 ９ 時

～ 翌 日 午 前 ９ 時

i 夜 間 急 病 診 療 所( 毎 日)

Si ＝
ご･S68-3756

番

衛 生 会 館 内 ・ 午 後8 時 ～11 時

r
休 日 土 曜 日 夜 間 歯 科 診^

匯 邑 亠 、O65-3430 番

衛 生 会 館 内 ・ 午 後 ８ 時 ～11 時 ※印 の催し 物は、往復 ハガ キで申し込 みを( 無料)

森のホール21 戸定歴史館松戸駅市民

ギャラリー



健
康
で
明
る
い
生
き
が
い
づ
く
り

歌と踊りの
ふれあい演芸大会

踊る表情は真剣です

11月10日、市民会館で歌と踊りの「ふれあ

い演芸大会」が、松戸中央ライオンズクラブ

（山本克己会長）主催により行われました。

大会に参加した皆さんは、歌や踊りで日ごろ

の成果を披露。

また、自分の出番以外は、ほかの人たちの

演技を真剣な表情で見入って、「私たちもあそ

こをああやればいいね」とか「あの衣装すて

きだね」などと話し合っている姿があちこち

で見ら れました。

会場は熱気にあふれ、客席から は惜し みな

い拍手が送られていました。

第
一
ゆ

う
か

り
ク
ラ
ブ

斉

藤
　

と

志

さ
ん

渡

辺
　

ミ

ワ

さ
ん

踊
り
を
通
し
て
友
達
が
た
く
さ

ん
で
き
る
し
、
全
身
を
使
う
の
で

健
康
に
も
い
い
ん
で
す
。
何
よ
り

も
踊
る
こ
と
が
楽
し
い
ん
で

す
よ
。

身近な街の話題をお寄せください。

固広報課

街　の　話　題

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

世
代
交
流
会
（
小
金
北
中
）

タ
オ
ル

で
作
る
ぬ
い
ぐ
る
み
教
室

か
わ
い
い
「
い
ぬ
Ｌ

が
で
き
そ
う
で
す

竹月18日、小金北中学校（谷山開道校長）で「世代交流会」が開

催されました。

幅広く学んで⑤を豊かにし、学校と家庭や地域との連携を深める

ことが目的です。

「コンピュータ知識・技能」「フラワーアレンジメント 」「フェン

シング」など21講座の中からひとつ選んで受講できます。講師は生

徒の保護者や、地域の人立ちガボランティフフで担当。

生徒からがらは、「友だものお母さんが先生になってく れたので気

軽ご質問できた」「来年はほかの講座も受けてみたい」こいつ声もあ

り、講師にも「生徒にやる気があったので、こちらも熱が入り渉し

か。」と好評でした。

県内初のゴルフシニアツアー認定プロ

佐久間　 徹二に

自
分
の
可
能
性
を
試
し
た
か
っ
た

今
年
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ

界
で
初
め

て
ア
マ
チ
ュ
ア
に
シ
ニ
ア

プ
ロ
ヘ

の
道
が
開
か
れ
た
。
プ
ロ
と
ア
マ

チ
ュ
ア
の
間
に

存
在
し
て

い
た
壁

は
取
り
払
わ
れ
、
誰
し
に
も
チ

ャ

ン
ス
が
生
ま
れ
た
。
プ
ロ
の

世
界

へ
憧
れ
る
全
国
の
強
豪
が
、
わ

ず

か
な
光
を
求
め
て
夢
を
追
い
か
け

た

。そ
の
結
果
、
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら

シ
ニ
ア
ツ
ア

ー
（
五
十
歳
以
上
の

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ

ー
に
よ
っ
て

争
わ

れ
る
大
会
）
　へ

参
加
で

き
る
認
定

プ
ロ
が
四
人

誕
生
し
た
。
佐
久
間

さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。

ゴ
ル
フ

を
始
め
た
の
は

、
二
十

干
葉
オ
ー
プ
ン
で
優
勝
し
た

佐
久
間
さ
ん
㈲

五
歳
の
時
。
す
ぐ
に
ゴ
ル
フ
の
魅

力
に
引
き
込
ま
れ
た
。「
ゴ
ル
フ
は

自
分
と
の
戦
い

。
相
手
に

左
右
さ

れ
な
い
し
、
実
力
が
そ
の
ま
ま
数

字
に
な
る
か
ら
」
と
話
す
。
会
社

の
上
司
に
頼
み
込
ん
で

、
ゴ
ル
フ

練
習
場
の
あ
る
職
場
に
移
る
ほ
ど

熱
を
入
れ
、
働
き
な
が
ら
ゴ
ル
フ

を
覚
え
、
腕
を
上
げ
た
。

以

来
、
ア
マ
チ
ュ
ア
界
の
強
豪

と
し
て
活
躍
。
千
葉
オ
ー
プ
ン
優

勝
三
回
を
は
じ
め
、
プ
ロ
ツ
ア
ー

で

の
ベ
ス
ト
ア
マ
チ
ュ
ア
な
ど
数

々
の
栄
冠
を
手
に
し
て
い

る
。

三
十
年
前
松
戸
に
移
０

住
み

、

現
在
は
自
ら
経
営
す
る
ゴ
ル
フ
練

習
場
で
の
レ

ッ
ス
ン
を
日
課
と
し

て
い
る
。

あ
る
日
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に

も
シ

ニ
ア

プ
ロ
ヘ
の
道
が
開
か
れ
た
こ

と
を
知
っ
た
。
練
習
場
に
は
ゴ
ル

フ

を
覚
え
る
た
め

、
必
死
に
打
ち

込
ん
で
い
る
お
年
寄
り
の
姿
が
あ

っ

た

。
い

く
つ
に

な
っ
て

も
、

意
欲
を
持
っ
て
チ

ャ
レ
ン

ジ
す
る

ひ

た
む
き
な
姿
に

、
佐
久
間
さ
ん

の
心
は
動
い
た
。
「
プ
ロ
と
い
う
世

界
に
さ
ほ
ど
憧
れ
は
な
か
っ
た
。

た
だ
、
自
分
の
可

能
性
を
試
し

た

く
な
っ
た
」
。シ
ニ
ア

プ
ロ
ヘ
の

挑

戦
は
格
好
の
舞
台
だ
っ
た
。

ト
ッ
プ
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
と
は
い
え
、
予
選
を

勝
ち
抜
く
こ

と
は
難
し
い
。「
結
果

は
と

も
か
く
、
中
途
半
端
な
練
習

で

悔
い
は
残
し
た
く
な
い
」
と
ボ

ー
ル
を
打
ち
続
け
た

。

ア
マ
チ
ュ
ア

時
代
に
培
わ
れ
た

経
験
と
練
習
で
流
し
た
汗
を
糧
に
、

「
自
分
を
信
じ
て

、
自
分
の
リ

ズ

ム
で

プ
レ
ー
す
る
」
こ

と
を
心
掛

け
、
試
合
に
臨
ん
だ

。
五
十
七
歳

の
挑
戦
に
女
神
は
微
笑
ん
だ
。

「
プ
ロ
に
な
っ
た
こ

と
よ
り
、

練
習
が
報
わ
れ
た
達
成
感
の
ほ
う

が
大
き
い
」
と
満
足
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
る
一
方
、「
ゴ
ル
フ

を
教

わ
り
に
き
た
生
徒
た
ち
に
、
教
え

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
次
は
私
か
ゴ

ル
フ
の
楽
し
さ
を
教
え
る
番
。
コ

ー
ス
に
出
ら
れ
る
く
ら
い
上
達
し

て

も
ら
っ
て

、
一
緒
に
コ

ー
ス

を

回
り
た
い
」
と
穏
や
か
な
笑
顔
を

見
せ

た
。
　
　
　
　（
稔
台
在
住
）

み
ど
り
の
歳
時
記

ヤ ツ デ

林
の
中
の
日
陰
な
ど
で
見
か
け

ま
す
。
少
し
で

も
た
く
さ
ん
の
光

が
欲
し
い
の
か
、
下
の
ほ
う
の
葉

の
柄
ほ
ど
長
く
、
す
べ
て
の
葉
に

日
が
当
た
る
よ
う
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
る
で
手
の
ひ
ら
を
天
に

伸
ば
し
、
日
な
た
ぼ
っ
こ

を
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
す
。

木
枯
ら
し
が
吹
き
始
め
る
こ

ろ
、

白
井
ボ
ン
ボ
ン
の
よ
う
な
花
を
枝

先
に
付
け
ま
す
。
春
に
な
る
と
冬

の
間
に
ゆ
っ
く
り
と
熟
し
て
黒
く

な
っ
た
実
の
重
さ
で
、
花
を
付
け

た
枝
は
だ
ん
だ
と
垂
れ
下
が
り
ま

す
。
そ
の
実
の
わ
き
か
ら
新
し
い

葉
が
開
く
様
は
、
ま
さ
に
自
然
の

ド
ラ
マ
で
す
。

ひと
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